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⑴　性犯罪・性暴力被害者のためのワンス
トップ支援センター開設・運営の手引
内閣府では、第２次基本計画を受けて、性
犯罪被害者支援現場の一線で活躍されている
医療関係者、支援者・当事者、弁護士などの
有識者及び関係省庁の協力を得て、それぞれ
の地域で活用できる資源や実情に応じたワン
ストップ支援センターの設置促進を図るた
め、「性犯罪・性暴力被害者のためのワンス
トップ支援センター開設・運営の手引～地域
における性犯罪・性暴力被害者支援の一層の
充実のために～」（以下「手引」という。）を
作成し、配布することとした（内閣府ホーム
ページ：http://www8.cao.go.jp/hanzai/
kohyo/shien_tebiki/shien_tebiki.html）。

○　手引の目的
手引は、ワンストップ支援センターの設
置・運営主体となり得る地方公共団体や民
間団体等に、複数のモデルを示し、開設・
運営に役立つ情報やノウハウ等を提供する
ことにより設置を促進することを目的とし
ている。
また、協力の主体となり得る関係機関・
団体等（地方公共団体、病院、民間団体、
警察、弁護士、カウンセリング機関等）の
間で、ワンストップ支援センターに係る共
通の理解と認識を持ち、相互の連携協力の
密度を上げることにより設置を促進するこ
とも目的としている。
ただし、現在、性犯罪・性暴力被害者の
支援・診療等に当たっている支援者・医療
従事者等には、引き続き、それぞれの地域
における役割を担って貰う必要がある。

○　手引の作成過程
手引の作成に当たっては、警察庁による
性犯罪被害者対応拠点モデル事業の検証結
果を参考とするとともに、手引の内容を被
害者の視点に立ったものとするため、内閣

府において、性犯罪被害者に対する聞き取
り調査等、前述のような各種調査を実施
し、検討を重ねた。
※　作成に当たり、有識者及び関係省庁職
員からなる非公開の手引作成委員会を設
けて検討を行った。（性犯罪・性暴力被
害に関わる内容を検討するものであった
ため、その性質に鑑み非公開とした。）

○　手引の名称
手引の名称については、ある程度ワンス
トップ支援センターの支援対象範囲を明確
にしつつ、警察で犯罪として扱われたもの
以外は支援対象外であるなどと狭く受け取
られることのないよう、「性犯罪・性暴力
被害者」の言葉を用い、「性犯罪・性暴力
被害者のためのワンストップ支援センター
開設・運営の手引」とした。

○　手引において提示するワンストップ支
援センター
ここでいうワンストップ支援センターと
は、性犯罪・性暴力被害者に対して、被害
直後からの総合的な支援（産婦人科医療、
相談・カウンセリング等の心理的支援、捜
査関連の支援、法律的支援等）を可能な限
り１か所で提供（当該支援を行う関係機
関・団体等に確実につなぐことを含む。）
する支援施設のことである。このように総
合的支援を可能な限り１か所で提供するこ
とにより、被害者の心身の負担軽減、健康
回復、警察への届出促進、被害の潜在化防
止を図ることを目的としている。

⑵　ワンストップ支援センターの主な支
援対象
言うまでもなく、性犯罪・性暴力被害者
は、被害直後だけでなく、被害後相当期間が
経過しても、なお、様々な困難や苦しみに直
面する。しかしながら、被害直後に適切な支

 ２ ワンストップ支援センター設置促進のための手引作成
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援を受けることができれば、それは、その後
の回復に寄与するものと考えられる。
ワンストップ支援センターの主な支援対象
については、被害後１～２週間程度のいわゆ
る急性期の強姦・強制わいせつ（未遂・致傷
を含む）の被害者としている。警察への被害
届の有無や性犯罪として扱われたかどうかに
関わらず、被害が上記に該当すると思われる
配偶者暴力や児童虐待の被害者も支援対象と
なる。また、被害者の年齢に関係なく、可能
な限り子どもも主な支援対象とするのが適当
であるとしている。
もとより、上記以外の被害者への支援を行
わないというものではなく、こういった被害
者には、相談に応じたり、必要な支援を提供
できる関係機関・団体等に関する情報提供な
どの支援を行うこととなる。

⑶　ワンストップ支援センターに求めら
れる核となる機能
ワンストップ支援センターには様々な支援
の提供が求められるが、その中でも、核とな
る機能としては、①相談・支援のコーディ
ネートと②産婦人科医療がある。
相談及び支援のコーディネートは、電話・
来所による相談に応じること、被害者の状
態・状況・ニーズを把握し、必要な支援を
行っている関係機関・団体等に確実につない
で支援をコーディネートすることによる支援
である。
産婦人科医療は、主に急性期の性犯罪・性
暴力被害者に必要な産婦人科医療における救
急医療、継続的な医療及び証拠採取等を提供
することによる支援である。

⑷　３つの形態（モデル）～「病院拠点
型」、「相談センター拠点型」、「相談セ
ンターを中心とした連携型」～
性犯罪・性暴力被害者のためのワンストッ
プ支援センターについては、法令等で定義づ
けているもの又は実務的に定まった定義は見
当たらない。内閣府では、それぞれの地域で

活用できる資源・実情に応じたワンストップ
支援センターの設置を促進し、性犯罪・性暴
力被害者の一層の支援の充実を図るという観
点から、複数のワンストップ支援センターの
形態（モデル）を示すこととした。
被害者にワンストップで支援を行うために
は、②の産婦人科医療を提供できる病院内に
①の相談・支援のコーディネートの機能を担
う相談センターを置く「病院拠点型」や、②
の産婦人科医療を提供できる病院から近い場
所に①の相談・支援のコーディネートの機能
を担う相談センターを置き、この相談セン
ターを拠点とする「相談センター拠点型」が
望ましいといえることから、この２つの形態
（モデル）を本手引で示している。
しかしながら、地域によっては、「病院拠
点型」や「相談センター拠点型」における病
院や相談センターを確保することが困難であ
ることも考えられる。一方、地方公共団体や
民間団体の中には、地域における性犯罪・性
暴力被害者への支援を充実させるため、活用
できる資源を使ってネットワークを構築し、
被害者の立場に立った、できるだけ「ワンス
トップ」的な支援を提供できるような仕組み
を作るべく、検討を進めているところがあ
る。このような熱意と意欲のある動きがある
ことに照らすと、被害者への支援を「ワンス
トップ」で提供するという点では課題もある
ものの、「相談センターを中心とした連携型」
という形態（モデル）を考えることもでき
る。そこで、この形態（モデル）もワンス
トップ支援センターとして示している。ただ
し、名ばかりのワンストップ支援センターに
陥ることのないよう、相談センターと協力病
院が、相互にその役割や体制について十分に
認識し、連携を図っていく必要があることも
指摘している。
警察、精神科医・臨床心理士・カウンセ
ラー、弁護士、児童相談所等は、ワンストッ
プ支援センターが連携する必要のある関係機
関・団体等として位置づけられ、ワンストッ
プ支援センターにおいて、そのニーズに応
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じ、被害者を確実にこれらにつないでいくこ
ととなる。
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⑸　ワンストップ支援センターの開設・
運営のための情報等
手引では、産婦人科を有する病院の確保の
必要性、その課題や関係機関・団体等との
ネットワーク構築の重要性、人員・体制、業
務に必要な各種書類等の整備、研修の実施、
支援者等のメンタルケアなど、ワンストップ
支援センターの開設・運営に必要・参考とな

る情報を提示している。
また、手引では、現在、性犯罪・性暴力被
害者の支援・診療等に当たっている支援者・
医療従事者等に対し、引き続き、各地域にお
いて、それぞれの役割を担うとともに、ワン
ストップ支援センターの活動への協力を要請
している。

協力病院

医師・看護師等

協力病院

医師・看護師等

協力病院

医師・看護師等
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精神科医・
カウンセラー

弁護士、
法テラス等その他の機関・団体

性犯罪・性暴力被害者 警察

支援者

相談センター

相談センターを中心とした連携型
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▶ 犯罪被害者の手記
コラム３

PANSAKU　山本恵子

■はじめに
私は、「PANSAKU」という女性２人組アコースティックデュオのギターボーカルを
している「ぱん」（本名：山本恵子）です。
2010年６月、大阪で開催された性暴力チャリティーコンサートをきっかけに、全国各

地の被害者支援イベントなどでトークライブをさせていただいています。
私自身が、性犯罪被害者であり、2010年６月に、その自らの被害体験をもとにした

「STAND」という曲を発表しました。CDの収益は、フォトジャーナリスト大藪順子
（おおやぶのぶこ）さんの写真プロジェクト「STAND～性暴力サバイバー達の素顔～」
に全額寄付され、性暴力撲滅活動のために使われています。

■被害をうけて
2004年７月15日。音楽練習の帰り道、疲れて立ち寄ったコンビニの駐車場で、突然見

知らぬ男が車に乗り込んできました。首を絞められ、「殺すぞ！」と脅され、所持金を
盗られ、人気のないところまで運転させられた私は、自分の車の中でレイプ被害に遭い
ました。
「このまま殺される・・・。」死の恐怖の中で必死に耐え続けた屈辱的な時間は、私が
これまで生きてきた人生も、「私」という存在そのものも、全てを否定されたような絶
望そのものでした。
「私は汚れてしまった。これからどうやって生きていったらいいの？神様助けて下さ
い。」と、心の中で何度も繰り返しました。助手席のドアから立ち去った犯人は現在も
まだ捕まっていません。

■被害直後の二次被害（警察・産婦人科にて）
あまりに突然降りかかってきた非現実的な体験からか、しばらくすると、ある瞬間を

境にして体の痛みや精神的な絶望感が全くなくなってしまいました。どこか冷静すぎる
自分に半ば驚きながらも、私は車内に残っていた服を着て、自ら運転して交番へ助けを
求めました。
警察署では、取調室に案内され、複数の刑事さんから被害の詳しい内容や犯人の特徴

を何度も聞かれました。その後、連れていかれた産婦人科では、私が数時間前に見知ら
ぬ男性から性的暴行を受けた被害者であるにもかかわらず、精神的にも身体的にも配慮
の欠けた対応で、ただ淡々と証拠採取のための必要な処置をされました。
なかでも一番辛かったのは、警察での再現見分でした。私自らが被害者役となり、犯

人役の警察官からもう一度車の中で襲われる様子を自分で説明し、再現させられまし
た。あまりのショックだったのか、この事実は昨年警察で当時の資料を見て知ったこと
であり、被害時の記憶は戻った現在でも、警察での再現見分の記憶だけは思い出すこと
ができないままでいます。

「私は助けて欲しくて警察に来たのに、誰も今の本当の私を知ろうとしてくれない。」
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レイプは、まぎれもなく私の人生の身に起こった出来事であるはずなのに、犯人逮捕
のためだけに被害者と向き合っているかのようにみえる刑事さんの対応が、私の心をさ
らなる孤独に追い詰め、どこかぽつんと１人取り残されていくような感覚を味わいまし
た。

※　 現在は、警察での性暴力被害者に対する支援のあり方がますます重要視されてお
り、被害者の方には被害者支援担当の警察官が必ずついて、再現見分も人形を使う
などの配慮がなされているそうなので、当時の私がうけたような警察の対応はなく
なってきていると聞いています。ただそんな中でも、警察に限らず周囲の人たち
が、被害者の方によかれと思ってかける何気ない言葉が二次被害につながっている
という現実は、残念ながらあると言わざるを得ません。

■被害後の回復の道のり
私は、多くの友人・仲間たちのおかげで、一度は失われた自尊心を少しずつ取り戻す

ことができました。事件後、それまでの生活をなんとか送りながらも、精神的にとても
不安定で、体調を崩したりしました。仕事も長く続けられず、摂食障害にも苦しみ続け
ました。
被害後１年経ってからは突然襲ってくるフラッシュバックや自殺衝動と闘う日々でし

た。
私がパニックで泣き叫ぶ時、弱音を吐いてしまう時、自分を責めてしまう時、仲間は

忍耐強くありのままの私を受け止め続け、寄り添ってくれました。被害後、一変してし
まった日常の中での新たな道のりを一緒に歩いてくれるような、そんな毎日でした。

「ぱんちゃんは、悪くないよ。悪いのは加害者だよ。あなたは大切な存在だよ。」

傷ついた心の回復には、時間も必要だったと思います。事件から数年かかって、それ
まで繰り返し投げかけられてきた周囲からのメッセージが、ある時私の心に本当の意味
でストンと落ちた時、長い暗闇のトンネルから抜け出したような体験をしました。

「私は悪くない。私は大切な存在。もう、自分を責めるのはやめよう。私は幸せにな
れる。」

■立ち上がる選択
レイプ事件から５年たったある日、警察から電話がかかってきました。「証拠として

提出されていた被害時の服を返却しますので、印鑑を持って署にきて下さい。」という
内容でした。５年ぶりに警察署へ行き、あの日の服を返却された時、もちろん当時の傷
ついた自分もリアルに思い出されましたが、それ以上に私の内側が強く感じたのは、
「５年経った、今の生きている自分」に対するなんともいえない晴れやかな気持ちでし
た。
そして私は、このことをきっかけとして、これからの人生において一つの決断をしま

した。
それは、PANSAKUの音楽活動を通して自分のレイプ被害をブログに公表すること

でした。その翌年には、レイプ被害体験をもとに、「STAND」という曲を発表しまし
た。
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家族は私が実名で被害を公表したことに対して猛反対しました。私のシンプルな感情
とは裏腹に、家族や一部の人からは、「あんたは傷を売り物にしてそこまで音楽で有名
になりたいのか？」と言われたりしました。正直にいうと、この言葉は、とてもとても
悲しかったです。
でも、回復の道のりの中で、自然に私の内側から生まれた『STAND』という曲を人

前で歌うこと。これに対しては、どんなに反対されても不思議と迷いや躊躇はありませ
んでした。
「自分に与えられた音楽という表現方法で、傷ついた心に寄り添えるメッセージと、
絶望から再び勝ち取った“生きる”という光を届けたい。」
相方SAKU（永吉明香）の理解もあり、そういう思いの中でPANSAKUとしての被

害者支援ライブ活動が始まりました。
私はこの数年間で、「過去を乗り越えた強さ」ではなく、「弱さの中でありのまま生き

る強さ」を得ました。「STAND」を歌うこと、それが傷ついてきた私の「立ち上がる」
選択でした。
私だけでなく、被害に遭われた多くの方々にとっても、きっと神様は被害後の新たな

人生において、その人だけの「立ち上がる」選択を用意されているのかもしれません。

■PANSAKU被害者支援音楽活動を通して
性暴力被害当事者の私（ぱん）と、その隣で回復の過程を共に歩いてくれる友人＆支

援者の相方（SAKU）。
私たち２人のトークライブは、「当事者の目線」と、「支援者の目線」という２つの角

度で、自分たちの思いを音楽にのせながら率直に語っていくスタイルです。「１人の人
間として」生身の感情を不器用ながらにも伝えさせていただくことで、心に届く生きた
メッセージを届けたいと思っています。
といいながらも、毎回ライブをさせていただくと、呼んでくださる方々や会場のみな

さんから励ましをいただいたり、パワーをもらったりして、ステージに立って何かを伝
えることよりも、私たち自身が受けるものの方が大きかったりします。ただただ、
PANSAKUという音楽に共感してくださり、応援してくださる方たちの支えがあるか
らこそ、この活動ができるのだと心から感じます。
今後は、普通のミュージシャンとしてもライブ活動をしながら、全国各地で被害者支

援ライブ講演をしたり、学校などの場で若者に心のメッセージを届けていく予定です。
私個人的には、時々警察など非公開の場所で、二次被害をなくすためのお話をさせてい
ただく貴重な機会も大切にしていきたいと思っています。

■性犯罪被害者施策に対して思うこと
私は、先にふれたように、レイプ被害直後、どこへ助けを求めてよいかわからず、

『犯罪に遭ったらまず110番』という、幼い時からインプットされていた情報で何もわか
らず警察へ駆け込んだ人間です。でも、現実的には、私のように警察へ届け出る人の方
がはるかに少ないと聞きます。
性暴力被害に遭ってしまった被害者は、心に深いダメージを負います。さらに「恥ず

かしさ」が追い打ちをかけ、被害を口に出せずにいる方も多いと思います。誰にも相談
できず、妊娠・性感染症などの身体的不安や、その後の自分の人生に対する絶望感を孤
独に抱えてしまうことになります。
今、日本では、ハートフルステーションあいちや、性暴力救援センター・大阪
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（SACHICO）などを皮切りに、性暴力被害者のワンストップセンターが全国で作られ
る動きがあります。
被害に遭ってしまった人がこの場所に駆け込んだ時、医療的ケア、支援員による心の

ケア、加害者検挙につながる警察の捜査など、あらゆるサポート体制が被害者を中心に
動き出すシステム作りは、とても必要であり、大切なことだと思います。
今はまだ、すでに動き出しているワンストップセンターの存在を知らない人の方が、

社会には圧倒的にたくさんいます。被害に遭ってしまってから、その存在を「知る」の
では遅いと思います。
「自分には関係ないこと」だと思っているような、幸いにも被害に遭っていない人た
ちが、『性暴力・性犯罪被害にあったら、まずワンストップセンターへ』と、頭のどこ
かで誰もがインプットできているような広報の仕方をしていく必要があると思います。
“全ての人が知っている存在にする。”それを前提とした上で、そこが被害者の方に
とって安全に守られた場所であり、信頼して駆け込める場所であるように、その他あら
ゆる面で配慮できるように、関係者の方々には今後も議論を進めていただけたらと、願
います。

■最後に
私は、本音を言ってしまえば、被害者支援と呼ぶこともできないような、ただ一性犯

罪被害者でありミュージシャンでしかすぎないので、今すでにこの瞬間も、日本中で被
害者支援を現場で奮闘されている方たちのことを思うたびに、心から感謝の気持ちで
いっぱいになります。同時に、今日もどこかで性暴力によって傷つけられ、暗闇の中に
いる人たちがいるのではないかと思うと、胸が痛くなります。
１人の被害者の方の人生を長い目で支えていくために、身体的・精神的・また、経済

的な面においても、警察、病院、行政、司法など、あらゆる機関の連携体制が常に網の
目のように張り巡らされているような社会のシステムが構築されていってほしいと願い
ます。
もしかしたら現実的には、被害者の支援体制を整備していく中で、予算の関係や、場

所の制限、人員的な問題など、なかなか100％理想像のようにはいかない場合もあるか
もしれません。
でも、そんな時でも被害者の１人として思うことがあります。たとえ「システム」に

限界があったとしても、「人が人を救いたいと思う気持ち」は、シンプルでありながら、
最もその人自身に委ねられる領域であり、たぶん限界はないと思います。
自分の肩書きを通して対応しようとするのではなく、まず１人の人間として「傷つい

た目の前の心に寄り添う姿勢」こそが、被害者に安心を与える瞬間だと思います。
これから少しずつ性犯罪被害者ワンストップセンター開設が進み、各地の性暴力被害

者支援も地域で進んでいく中で、「人が人を思う」、そんな優しい心が溢れ出る被害者支
援が、個人レベルでも当たり前に行われていく世の中になりますように。

心から願いをこめて。
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